
Ⅻ　子どもと家族の支援チーム(CPT)

Ⅻ-１　チーム活動の実際（直接対応） Ⅻ-２　チーム活動の実際（会議・研修会等）

活動 件数 活動内容 回数

定例会議(隔月開催) 6

臨時会議 1

市との情報共有 68 小児科abuseカンファレンス(院内) 4

市または子ども家庭センターへの通告 14 3病院合同事例検討会 2

一時保護 7 外部講師による研修会 3

Ⅻ-３　気がかりシート提出状況（病棟別） Ⅻ-４　気がかりシートの紹介

※2019年度の「気がかりシート」配布先は、7東病棟、
救急・EICU、NICU・GCU、小児科外来のみ

Ⅻ-５　チームリーダーより一言

チーム対応した事例
(うち気がかりシートがきっかけ)

71
(27)

子どもが予定外に受診した場合、緊急入院した場合に記入をお
願いしています。

子どもと家族の支援チームは、子ども虐待に対し、組織的に子どもの安全をより確実に担保し、支援につなげ

ることを目的として発足し、2019年度から院内公式チームとして活動している。メンバーは医師、看護師（救急

看護認定看護師、新生児集中ケア認定看護師、小児救急認定看護師、小児看護専門看護師含む）、医療ソーシャ

ルワーカー、公認心理師等で、小児科だけではなく救急科や精神科など、他領域・多職種で構成されている。

主な活動は児童虐待（疑い含）への直接対応であるが、児童虐待のスクリーニング機能強化のために2020年4月

より「気がかりシート」をすべての病棟に配布した。今後はチームの活動や「気がかりシート」の活用について

さらに周知を図り、児童虐待（疑い含）に関する医療従事者からの相談対応や児童虐待に関するスタッフ教育を

進めていきたいと考えている。

　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　才 　　　　年　　　月　　　日

□　繰り返す事故

□　つじつまの合わない事故

□　来院までの時間が長い

□　不自然な説明

□　溺水（おぼれ） □　説明内容がたびたび変わる

□　低身長

□　体重増加不良

□　極度にやせている

□　内臓出血

□　打撲や傷

□　熱傷

□　皮下出血やあざ

□　不潔な皮膚、頭髪、衣服 　※✔が入らなければ、

□　ひどいオムツかぶれ 後日、看護部へ提出をお願いします。

骨 □　骨折

□　性器の外傷

□　肛門周囲の外傷

□　不自然な不安やおびえ

□　無表情

□　多動・乱暴な言動

□　大人に過剰にべたべたする
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皮膚
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□　意識障害

□　交通事故

□　熱傷

□　誤飲

□　窒息

□　突き刺し（例：歯ブラシによる刺傷など）

子ども虐待の可能性を感知し、命を救うことを目的としたチェックシートです。

初期対応を行った医師、看護師が、わかる範囲で以下の記入・チェックを行ってください。

「救急受診した全ての子ども」「緊急入院した全ての子ども」は対象です。

それ以外でも気になったときは、記入をお願いします。

気がかりシート

全身
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□　心肺停止またはそれに準じる状態
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□　医療関係者に対して挑発的態度
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【該当する項目があれば✔してください】
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□　何か気になる（下に自由に記入してください）
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□　転落

□　発熱を伴わないけいれん

意識

等

性器

等

１．下記へ連絡 ①がつながらなければ②→③

①看護部教育室 熱田（IP：48210）

②医社福 上村MSW（IP：45603）

③小児科 田中医師（IP：42619）

※時間外は小児当直医（IP：42601）

２．（傷やあざがある場合）写真撮影

可能であれば写真撮影しGXに残す。

【１つでもチェックあれば、早めに電話連絡】

あなたの行動が、子どもの命を救います。

なんとなく様子が気になる・・・という

場合も、遠慮なく連絡をお願いします！

子どもと家族の支援チームから小児科田中です。

子どもをみる機会は小児科以外でもありますが、み

なさんも、疑問に思っても、どこに相談していいの

かわからないことも多かったのではないでしょうか。

そのようなときはお気軽にご相談ください。

小児科 田中靖彦

ｎ=181

７東/ 87.0%

救急/ 11.0%
その他/ 2.0%
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